
2 016年 東北歯内療法学会 地区研修会 in 秋田

今年より母体である日本歯内療法学会 (JEA) の法人化に伴い、新たに東北歯内療法学会（TEA）として独立した団体となり
ました。JEAとは協力団体という位置づけになります。従来の支部と同じく歯内療法に精通した大学、開業医の歯科医師か
ら構成されます。本年１２月に仙台で開催される第一回東北歯内療法学会学術大会に先立ちましてTEA研修会（秋田）を
開催致します。新たな東北の歯内療法の幕開けとなります。皆様のご参加お持ちしております。

実行委員長　小笠原　正卓

日時：2016年8月28日（日）12:00 ～ 16:00

会場：秋田県歯科医師会館３階　大会議室

会費：5,000 円 (受講料は当日承ります )

タイムスケジュール：

申込先：FAX 0186-59-4902（下記の受講申込書をご記入ください）

秋田市大川反 170-102　TEL：018-865-8020

お申込みは、8月20日（土）までに FAX にてお願い致します。FAX : 0186-59-4902

フリガナ

医院・所属名 開業医 /勤務医 / 大学 / その他  TEL:                       FAX:

E-mail: 

医院 所在地　〒

氏名

お問い合わせ：ながはしデンタルクリニック　秋田県大館市大田面 393－1　TEL : 0186-59-4901 / FAX : 0186-59-4902

お問い合わせ：ながはしデンタルクリニック  長橋　泰次

受講申込書

秋田県大館市大田面 393－1  TEL : 0186-59-4901 / FAX : 0186-59-4902

高橋 慶壮先生
奥羽大学歯科保存学講座
歯周病学分野教授

12：00～ 13：00　開会、基調講演

13：00～ 13：30　休憩　企業展示

13：30～ 15：50　講演　　　　　　　　　　　

15：50～ 16：00　質疑応答、閉会　　　

【基調講演】

【講師】

佐藤 暢也 先生 

　現在の医療は「事後処理型」の行為です。疾患の診査・診断に

基づく治療法の選択と実践、さらに治癒経過を踏まえて治療の

ゴールを探ります。歯内疾患と歯周疾患の難症例に遭遇した際に

は、患歯の保存的治療か抜歯と置換医療の判断に迫られます。残

念ながら、Evidence-based medicine(EBM) は目の前の症例に

対する答えを提供してくれません。そのため、EBM を補完する

Narrative-based medicine(NBM) の重要性が知られています。

NBM は個別医療（個体医療）です。　

　医療は本来、大量生産の可能な産業ではありません。また、患

者の健康と健口に対する価値観や社会的および経済的背景によっても治療方針が変わります。さらに、歯科医療において、薬で治

療するよりも外科的治療で対処する割合が多いため、歯科医師の臨床経験と技能によっても結果は大きく異なります。

　本講演では、難治症例を取り上げ、健康文化が高く治療に協力的な患者に対して演者が実践している歯科治療の実践例を介して、

患歯の保存の可否について皆様と議論できれば幸いです。

１９８８年　  岡山大学歯学部卒業
１９９２年　  同大大学院修了
１９９３年　  英国グラスゴー大学 留学
２００７年～　奥羽大学歯学部教授

日本歯周病学会理事
日本歯科保存学会理事
日本顎咬合学会指導医　

開場・受付は 11:00 ～
企業展示はご覧頂けます

医療法人東京堂　港町歯科クリニック理事長　日本歯内療法学会専門医・指導医

- 経歴 -

難症例に対する一口腔単位の診断と包括的歯科治療

現代歯内療法の系譜

Tohoku Endodontic Association


